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第 39 回日本臨床細胞学会中国

四国連合会総会・学術集会 
 
 

プログラム・抄録集 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

会期：令和 7 年 7 月 26 日（土）- 27日（日）  

会場：愛媛県医師会館  

〒790-0003 愛媛県松山市三番町４丁目５−３ 

089-943-7582 
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会長挨拶  

 

 

第 39 回日本臨床細胞学会中四連合会学術集会・総会  

会長 

愛媛県臨床細胞学会 

寺本 典弘（四国がんセンター） 

 

第 39 回日本臨床細胞学会中四連合会学術集会を令和 7 年 7 月 26 日(土)、27 日(日)、愛媛県医師

会館にて開催します。 

日本臨床細胞学会中四連合会は、中国四国地方の 9 つの県臨床細胞学会支部会の連合会です。日

本臨床細胞学会の下部組織として、地方の細胞診断の水準を向上と、細胞診断学の教育・研究・広

報などに寄与することを目的として活動して来ました。 

ただ、コロナ禍以後、急速に普及した web ミーティングによって、全国学会が仕事場の PC や自

宅の TV で参加出来るようになった今、全国学会ほど大規模でも豪華でもなく、県支部会ほど顔見

知りでもない地方連合会の存在意義に疑問符が付いています。最近の中四連合会はその疑問符の

元、担当の各支部が学術集会の企画を錬るようになりました。 

今回の学術集会では、地域の細胞診断の活力向上のため、初の試みとして中国四国の今後有望な

若手達による『初めての教育講演、特別講演』をテーマに、聴講者にも演者にも良い経験となるよ

うな学術集会を企画しました。 

面白い野心的な演題が揃ったと思います。フロアで参加された皆さんは是非、演者を潰すことな

く温かい目で見守り、育てるような質問を送ってください。また、次に全国大会のプログラム委員

となった時には、彼らを推薦してください。 

招聘講演として、数々の講演を行っている熊本大学三上芳喜教授、北海道厚生連札幌厚生病院市

原真部長にお願いしています。今後の講演活動の範となる講演をお願いしています。 

会長講演としては、『ここでしか聞けない検診のこと』を予定していましたが、本当に他所で言

っては不味いことを言いかねないし、立場上どこで言っても不味いかもしれないので、ちょっとだ

けにして、先般公表された病理学会の癌取扱い規約アンケートの解説として『癌取扱い規約って何

の役に立つの？』を行います。 

Off Line で行う学術集会で最も重要なのは情報交換と世情視察です。情報交換会は昭和天皇皇后

両陛下がご宿泊なされた道後温泉ふなやで行います。席に限りがありますので是非お早めにお申し

込みください。また、皆さんが抜かりなく世情視察を出来るよう、ランチマップ、ナイトマップも

用意しました。 

受付、記念品の配布などがうまく出来るように、HP からぜひ事前登録をお願いします。 

 

また、当会に先立って第 21 回日本病理学会カンファレンスが７月 25 日から 26 日正午まで奥道

後温泉で行われます。世話人・愛媛大学増本 純也教授によれば『連続参加可能（なので、ぜひご参

加を検討してください（要別途参加登録・会費）』とのことです。 

  

https://square.umin.ac.jp/jspc21/
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会場案内 

愛媛県医師会館  

総会・学術集会：愛媛県医師会館大ホール 

所在地：〒790-0003 愛媛県松山市三番町 4 丁目 5−3 

 

愛媛県医師会館は、松山空港や松山観光港、道後温泉から直結する松山市駅・大街道から共に徒歩

5-6 分。各地からの高速バスも大街道・松山市駅にとまります。 

周辺には、無数のコインパーキングがありますが、26 日夕方は土曜夜市のため、会場周辺に駐車す

るのはあきらめた方が良いでしょう。夕方到着の人はホテル旅館の駐車場の利用をお勧めします。 

 

 
<交通> 

・JR 松山駅から伊予鉄道市内電車（どれでも可）に乗車 

 「松山市駅」で下車（５分）、徒歩７分 

 「大街道」で下車（7 分）、徒歩７分 

・松山空港からリムジンバスに乗車「松山市駅」で下車（15 分） 

・松山観光港から連絡バス・伊予鉄高浜線などで「松山市駅」まで 

・都市間高速バスで「松山市駅」あるいは「大街道」まで 

 

ふなや 

〒790-0842 愛媛県松山市道後湯之町１−３３ 

道後温泉駅から、温泉街アーケード入口とからくり時計を左に見て、まっすぐ伊佐爾波神社の鳥

居の方面に歩き、鳥居を超え神界に入ってすぐ右手にあります。 

懇親会参加者は宿泊者駐車場に空きがあれば無料駐車場に止めることができます。 

飲酒運転は愛媛県では犯罪です。 

 

https://maps.app.goo.gl/Cvbtc6AbGUmFJPvR6
https://news.yahoo.co.jp/articles/c8fe13e51627e73b6799087b4ba90c34a1fcc8ab
https://www.dogo-funaya.co.jp/


 - 5 - 
 



 - 6 - 

  



 - 7 - 

 

 参加者および発表者へのお知らせ 

当学会は、現地開催のみです。ライブ配信・オンデマンド配信はございません。 

※ 会場での混雑を避けるため、原則事前参加登録をお願いいたします。 

 

 

1.  事前参加登録 

学術集会、情報交換会とも上記リンクよりご登録ください。 

登録者にはネームカード、記念品、ポイントなど一式を用意しておきます。 

学術集会は 26 日正午にはじまりますが、事前登録者には鯛飯のプレゼントがあります。 

事前登録のないひとは空腹を抱えて会長講演を聴くか、聞かずにどこかで小腹を満たしてき

ください。 

受付がスムーズに行えるようぜひ事前登録をお願いします。 

会費は受付時に徴収します。 

第 21 回日本病理学会カンファレンスから連続して参加する方は各々参加登録が必要です。 

 

 

2.  総 会 ・ 学 術 集 会 ・ 情 報 交 換 会 受付 

愛媛県医師会館 大ホール入口 

受付時間：7 月 2 6日（土）11 時 30 分～ 17 時 00 分。27 日（日）8：30−12：00 

情報交換会  

ふなや 受付時間：7 月 26日（土）18 時 30 分～ 19 時 30 分 

 

3.  参加費  

学術集会  

会員：4,000 円 

非会員：4,000 円  

学 生：無料 

情報交換会 参加申込日によって参加費が変わります 

 6 月 26 日まで：5,000 円 

 7 月 24 日まで：6,000 円 

   それ以降当日まで：7,000 円  

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSd_aRVAlnLP633UbPmfcH9I7gYVizAIK3kIFOCwot2gUmTpVA/viewform?usp=preview
https://sushikaiseki-takara.com/top.html
https://square.umin.ac.jp/jspc21/
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※抄録集は完全デジタル化されました。このファイルをダウンロードあるいは印刷してお持ちくださ

い。 

4.  細胞検査士カードについて  

細胞検査士の方は、事前参加登録に検査士番号を記入してください。事前参加時に記入していない

方、事前参加登録のない方は検査士カードをご持参ください。受付にて参加登録後、単位シールをお

渡しします。 

 

5.  単位付与 

本学術集会では下記の単位が付与されます。 

①日本臨床細胞学会 地域連携組織 学術集会参加 2 単位 

②日本産科婦人科学会 地域連携組織 学術集会参加  3 単位 

※日産婦のクレジットを希望される会員の皆様は「e 医学会カード」をご持参ください。 

③JSC 15 単位 

④IAC 26 日のみ 6 単位、27 日のみ 3 単位、両日 9 単位 

 

6.  服装について 

服装は自由です。 

当日は松山市の繁華街は土曜夜市のため浴衣の若い男女があふれていますので、学術集会、情報交換

会とも浴衣でもかまいません。 

 

7.  代表者会議について 

7 月 26 日（土）11 時～ 11 時 50 分まで、愛媛県医師会館・３F 医師連盟室において日本臨床

細胞学会中国四国連合会代表者会議を実施いたします（該当の先生方には別途ご連絡いたしま

す）。 
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■発表者の皆様へ 

1.  各セッションの発表時間は以下の通りです 

1） 教育講演・特別講演・会長講演：発表 30 分    （討論含む）   

※円滑な進行 のため、時間厳守でお願いします。 

 

2.  座長へのご案内 

次座長の先生は担当セッションの開始予定時刻の 10 分前までに、次座長席にお越しください。 

 

3.  演者へのご案内 

・ 次演者の先生は発表時間の 10 分前までに次演者席にお越しください。 

・ 発表はすべて PC 発表のみといたします。 

・ PowerPoint の「発表者ツール」は使用できません。 

・発表者は学会中に発表データの受付を行います。セッション開始 30 分前までに PC 受付にて発表デ

ータの試写ならびに受付をお済ませください。 

・ 演台上には、モニター、キーボード、マウス、レーザーポインターを用意いたします。操作は各

自でおこなってください。 

 

＜発表データ持込みの場合＞ 

・ 作成に使用された PC 以外でも必ず動作確認を行っていただき、USB フラッシュメモリーでご

持参ください。 

・ 動画データ使用の場合は、事前に十分動作確認を行ってください。 

・ 発表データは学会終了後、事務局で責任を持って消去いたします。 

 

＜ PC 本体持込みの場合＞ 

・ Macintosh で作成したものと動画を含む場合は、ご自身の PC 本体をご持参ください。 

・ 会 場 で 用 意 す る PC ケ ー ブ ル コ ネ ク タ の 形 状 は、HDMI です。 

 

  
 

 

 

 



 

■発表演題に関する利益相反の開示について  

日本臨床細胞学会では、地域連携組織の学術集会においても COI の開示を求めています。日本臨床

細胞学会総会の書式を参考に、発表データの末尾に提示してください。  

各々が開示すべき事項について及び自己申告が必要な金額は、日本臨床細胞学会ホームページ

内の指針（http://jscc.or.jp/coi/）をご参照ください。 

 

  

COI スライドの例 少々面白くても歓迎です 

http://jscc.or.jp/coi/
http://jscc.or.jp/coi/%EF%BC%89%E3%82%92%E3%81%94
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情報交換会 

道後温泉ふなやで 26 日 19:30 前後（19：30 乾杯予定）から行います。 

情報交換会だけの参加は出来ません。 

中四臨床細胞学会では久々の大情報交換会なのでぜひご参加ください。 

参加登録はこちら 

 

第 21 回日本病理学会カンファレンスとの連続参加の人も勿論参加出来ますが、かならず、第３９回日

本臨床細胞学会中四連合会への参加が必要です。 

医師会館での参加登録が済んでない人はちょっと早めにきてください。 

 

会費 6 月 26 日まで：5,000 円 

   7 月 24 日まで：6,000 円 

   それ以降当日まで：7,000 円  

    登録時のタイムスタンプで管理します。 

学会会場あるいは現地受付でお支払いください。（注：大変お得です） 

 

情報交換会では、 

⚫ 次回第 40 回日本臨床細胞学会中四連合会紹介 

⚫ 第 64 回日本臨床細胞学会秋期大会の紹介 

⚫ Social program『情報交換会で名刺交換をしよう』 

など“情報交換”らしい企画を用意する予定です。 

 

ふなや 

1627 年創業。江戸時代に創業した道後地区（道後温泉）で最も老舗の旅館である。名称の「ふな

や」は江戸寛永年間の創業当時は「鮒屋旅館」と名乗っていたことが由来である。 

皇族も宿泊する皇室御用達の老舗温泉宿であり、また夏目漱石・正岡子規など文人にも好まれ、ホテ

ル内には正岡子規が句に詠んだ庭園“詠風庭”がある。（wikipedia より） 

 

松山の病院や企業は大事な宴会をここで行う。まず、会の始まる 30−60 分前に到着し、風呂に入り

（宴会開始前・中・後にふなやの風呂に入ることが出来ます）、日本庭園や温泉街を散策してのち、

乾杯までに会場入りするのが当地での流儀である。 

 

 

情報交換会・式次 

０.  0 次会各自 (温泉街にて各自お楽しみください。ナイトマップ参照のこと) 

1. Flying drink  

2. 第 39 回日本臨床細胞学会中四連合会学術集会会長挨拶（90s） 

3. 乾杯（90 s） 

4. 歓談 

5. Social programs 

6. 第 40 回日本臨床細胞学会中四連合会学術集会会長挨拶 

7. 第 64 回日本臨床細胞学会秋期大会会長挨拶 

https://www.dogo-funaya.co.jp/
https://forms.gle/R5PCmBuNyKnXkDDD8
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8. 二次会の案内 

9. 中締め 21:30 予定  

長い“挨拶“は禁止します 

  

臨床細胞学会 

中四連合会 at Dogo 
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 プログラム 

7 月 26 日(土) 1 日目 

11:00～  受付開始     

11:00～11:50 代表者会議 （医師連盟室）   

12:00～12:05 開会の辞・案内    

  寺本典弘 愛媛県臨床細胞学会              

12:10~12:40 会長講演    

   座長 田中慎一 川崎医療福祉大学医療技術学部臨床検査学科（岡山県）  

癌取扱い規約って何の役に立つの？   

寺本典弘 四国がんセンター 病理科（愛媛県） 

12:40～13:10 特別講演 1    

  座長 山田梨央 岡山大学大学院 保健学研究科 分子血液病理学（岡山県） 

免疫細胞化学染色・特殊染色を用いた子宮内膜細胞診の精度向上への取り組み 

細川翔  愛媛県立医療技術大学 臨床検査学科 生体情報学講座 （愛媛県） 

13:10～13:40 教育講演 1    

  座長 徳安祐輔 鳥取県立中央病院 病理診断科（鳥取県） 

細胞像が語る呼吸器細胞診の世界 ～症例いろいろおみせします～  

多田 有輝子 香川大学医学部附属病院 医療技術部 病理部門/病理診断科・病理

部 (香川県) 

13:40～14:00 Coffee break    

14:05～14:35 特別講演 2    

  座長 藤澤宏樹 NHO 呉医療センター 病理診断科（広島県） 

造血器腫瘍における FCM と IHC の役割  

近藤 拓弥 愛媛大学医学部附属病院 病理診断科・病理部 (愛媛県) 

14:35～15:05 教育講演 2     

  座長 鶴田裕真 愛媛県立中央病院 病理診断科（沖縄県） 
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癌腫を中心とした体腔液の検体の見方と捉え方 -細胞形態から迫る原発巣推定- 

武田大輔  川崎医科大学総合医療センター 病理部 (岡山県) 

15:05～15:20 総会     

15:30～16:00 教育講演 3     

  座長 水間俊一 山口県立総合医療センター（山口県） 

細胞診で考える細菌性膣症と早産の関連  

横田清美 高知医療センター 医療技術局臨床検査部 病理検査科 (高知県) 

16:00～16:30 教育講演 4    

  座長 桑本 聡史 鳥取大学医学部附属病院 病理診断科（鳥取県） 

歯科・口腔領域における組織診と細胞診（気楽に考える感覚と私見に基づいた背景

の理解） 

木村相泰   山口大学大学院医学系研究科 分子病理学 (山口県) 

16:30～17:15 招聘講演 1    

  座長 村上一郎 高知大学医学部 病理学講座（高知県） 

膵臓細胞診の実践 ～IPMN の発育メカニズムを意識する（仮）  

市原 真  JA 北海道厚生連札幌厚生病院 病理診断科 (北海道) 

 

19:30～21:30 情報交換会 ふなや   
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7 月 27 日(日) 2 日目 

9:00～9:45 Roche モーニングセミナー  

座長 西阪 隆 県立広島病院 臨床研究検査科・病理診断科（広島県）  

婦人科病理診断におけるバイオマーカー～p16・MMR 免疫組織化学を使いこなす 

柳井広之 岡山大学 学術研究院 医療開発領域（岡山県） 

09:55～10:25 特別講演 3    

  座長 矢野伸太郎 県立広島病院 臨床研究検査科・病理診断科（広島県） 

未染色スライドの保存条件について現在の知見 ～経験ゼロからの挑戦～ 

玉井 佑弥 愛媛県立南宇和病院 検査部 (愛媛県)  

10:25～10:55 教育講演 5     

  座長 住田智志 徳島大学病院 病理部（徳島県） 

みんな似すぎ！唾液腺の細胞診像  

森 智紀  広島大学病院 病理診断科（診療支援部 病理検査部門）(広島県) 

11:00～11:30 特別講演 4    

   座長 長瀬真実子 島根大学医学部 器官病理学（島根県）  

肝内胆管腫瘍 tubulopapillary tumor の細胞像と、その意義について  

原田南菜  徳島赤十字病院 病理診断科 (徳島県)  

11:30～12:15 招聘講演 2     

   座長 飛田 陽 松山市民病院 病理診断科（愛媛県） 

変わりゆく婦人科領域の細胞診―何処へ向かうのか  

三上芳喜 熊本大学病院 病理診断科（熊本県） 

12:15～  閉会式     

  



 - 16 - 

 抄録集 

会長講演 

癌取扱い規約って何の役に立つの？ 

寺本典弘 

四国がんセンター がん予防疫学研究部 

 

がん検診に関して、他所でしゃべったらパニックになるようなことを講演するつもり

だったが、各界に差し障りがあるかもしれないし、準備が大変なのでさわりだけにし

ておいて、今回は先日病理学会 HP 会員サイトに掲載された『癌取扱い規約アンケー

ト』の大事な部分についてしゃべります。 

 

病理学会 HP に内容は公開されましたが、病理学会員しかアクセス出来ない学会アンケ

ートの結果なんて誰も読まないし、見る人がいるにしても病理医しかみないのではも

ったいない。臨床細胞学会の会員皆に注目を引きそうなところにある程度フォーカス

して注目点を皆様にお知らせします。 

キーメッセージとなるのは、標準化とはなんぞや？データとはそもそもなんぞや？誰

のための規約か？の三本です。 

 

  

https://www.pathology.or.jp/news/members/survey/post-20250414.html
https://www.pathology.or.jp/news/members/survey/post-20250414.html
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招聘講演１ 

膵臓 IPMN 関連細胞診は人気がイマイチなのでテコ入れしに来ました（仮） 

市原 真 

札幌厚生病院病理診断科 

 

メモしたいけどできないであろうスライド（前者：絵的すぎる、後者：おそらく話の

展開的にみなさんはメモを取ることを忘れている）を、抜粋して掲載致します。 
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招聘講演２ 

変わりゆく婦人科領域の細胞診―何処へ向かうのか 

三上芳喜 

熊本大学 病院病理診断科 

 

婦人科病理学の歴史を振り返りながら、これからの婦人科細胞診を俯瞰してみたい。実のと

ころ、婦人科病理学の黎明期においては、細胞が大きいとか小さいとか、形が変だとかいう

ことよりも、お腹が膨れ上がって衰弱し、死に至る女性たちをただ見送るしかなかった婦人

科医達によって、多くの腫瘍や病態、用語が記述され、それらを基に婦人科腫瘍の分類が構

築されてきた。それらが体系化され、卵巣上皮性腫瘍の分類がFIGOによって1961年に初めて

提案されたが、事実上の世界標準となる世界保健機関（WHO）分類は、卵巣腫瘍が1973年、

子宮頸部および体部、外陰・腟が1975年に第1版が出版され、それぞれ1999年、1994年に第2

版が出版され、2020年の第5版に至っている。きら星のように輝く偉大な先人たちによって

構築された婦人科腫瘍の分類体系の骨格は、そのほとんどが現在でも維持されているが、漿

液性癌の組織発生、HPV非依存性子宮頸癌、TCGA に基づく内膜癌の分子サブタイプ分類、ゲ

ノム医療の医療現場への実装などをめぐり、我々は大きなパラダイムシフトの中にある。 

 

疾患概念や分類は科学的エビデンスに基づいて構築される必要があるが、決して「分類あり

き」ではなく、臨床的有用性を勘案した上で最適化されなければならない。 

 

では細胞診はどうか。およそ三四半世紀にわたって細胞診を用いた子宮頸がん検診は、子宮

頸癌の罹患、死亡数の低減に大きく貢献したが、受診率低下などにより、本邦では2000年を

境に子宮頸癌は若年層を中心に漸増傾向にある。これを抑止するためにHPVワクチンの普及

が期待されたが、2013年の導入直後に政府による勧奨が中止され、2021年に再開されるまで

「空白の9年間」を生むこととなった（”壮大な社会実験”であったとの批判もあり、日本政府

はWHO、本庶佑京都大学特別教授から事実上叱責された）。 

 

そして、2024年には一部の自治体でHPV検査単独法による子宮頸がん検診が始まった。HPVワ

クチンと検診は両輪の関係であり、後者においてトリアージ検査となった細胞診には、より

大きな役割が付与されることになった。これを有効にするためには、細胞診専門医と細胞検

査士による科学的なエビデンスに基づいた知識と経験の習得、精度向上への真摯な努力、判

定基準と陽性・疑陽性患者の管理のためのアルゴリズムの正確な理解が不可欠である。 

 

ベセスダシステムは1988年に提唱され、日本産婦人科医会によって本邦で導入されたのは

2001年のことである。しかし、それ以降もパパニコロウのクラス分類を採用した「日本母性

保護協会分類（いわゆる日母分類）」との併記が行われていた。これに終止符が打たれたの

は、子宮頸癌取扱い規約臨床編第4版が出版された2020年のことである。すなわち、ベセス

ダシステムの浸透に実に30年もの時間を要したことになる。 

 

20年ほど前であろうか、たまたまとある東京での講演を聴講し、このような Take Home 

Message を耳にして目眩がしたことがある。「コイロサイトーシスが認められるけれども異

型が軽度である場合はASC-USと判定しましょう！」 

 ……さあ、前に進みましょう。やることは山ほどあります。 
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特別講演・教育講演 

特別講演 1 

免疫細胞化学染色・特殊染色を用いた子宮内膜細胞診の精度向上への取り組み 

 

細川 翔、則松良明 

愛媛県立医療技術大学 臨床検査学科 生体情報学講座 

子宮内膜は、ホルモン環境に応じて組織構造および細胞形態が多様に変化する特異な

組織である。この変化は細胞診標本にも反映され、増生した密な腺管、凝集した間質

細胞、細胞質変化（化生性変化）を起こした細胞など、さまざまな細胞集塊が出現

し、鑑別を困難にする要因となる。無排卵周期に伴う子宮内膜腺間質破綻

（Endometrial Glandular and Stromal Breakdown: EGBD）では、断片化した間質細胞

凝集塊や、化生を伴う不整形突出集塊が出現し、腫瘍細胞集塊を模倣することがあ

る。とくに、細胞異型に乏しい高分化型類内膜癌（Grade1- Endometrial endometrioid 

carcinoma: G1-EEC）との形態学的鑑別には相応の経験を要する。  

近年、液状化検体細胞診（Liquid Based Cytology : LBC）法の導入により複数枚の標本

作製が可能となり、免疫細胞化学染色や特殊染色を加味した判定を行うことが容易と

なった。今回の特別講演では、G1-EEC 症例および EGBD 症例を対象とした、子宮内

膜間質マーカーである CD10、血管内皮細胞マーカーである CD31 を用いた免疫細胞

化学染色、ならびに Alcian blue 染色（pH1. 0）の染色像を提示し、両病変の子宮内膜

間質領域における特徴と、鑑別に寄与し得る所見について紹介する。子宮内膜細胞集

塊の観察においては、細胞集塊中の血管や間質細胞を意識して観察することが、組織

の病変に基づいた精度の高い判定につながると考える。 
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特別講演 2 

造血器腫瘍における FCM と IHC の役割 

近藤拓弥（１），倉田美恵（２），北澤理子（１） 

愛媛大学医学部附属病院 病理診断科・病理部（１） 

愛媛大学プロテオサイエンスセンター病理学部門（２） 

 

分子標的治療や細胞療法の進展に伴い、造血器腫瘍に対する診断・治療戦略は急速に

進化している。とりわけ、がん免疫療法の実用化が進むなかで、腫瘍細胞表面に発現

する標的抗原の精確な評価は、適切な治療選択や効果予測の根拠として不可欠であ

る。特に CAR-T 細胞療法や抗体医薬といった新規治療法の台頭により、分子レベルで

のマーカー評価は、単なる診断補助の域を超えて治療戦略の中心的役割を担うに至っ

ている。しかし、標的分子のなかには、発現レベルが低い、あるいは腫瘍細胞集団内

での発現が不均一であるなどの理由から、従来のフローサイトメトリー（flow 

cytometry：FCM）や免疫組織化学（immunohistochemistry：IHC）染色による評価が

困難な場合がある。こうした背景のもと、本講演では造血器腫瘍における FCM と

IHC の役割を、臨床応用および技術的課題の両側面から概観する。 

 

近年注目されている GPRC5D（G protein-coupled receptor, family C, group 5, member 

D）は、多発性骨髄腫において治療標的としての有用性が指摘され、Talquetamab や

CAR-T 細胞療法の適応候補として期待されている。従来、GPRC5D の発現評価には

FCM が用いられてきたが、腫瘍細胞の検出感度や再現性に課題があることが明らかと

なってきた。これらの問題点を踏まえ、IHC 染色による GPRC5D 検出の可能性を模索

した取り組みを紹介する。当院で行った検討では、IHC における一次抗体の選定や抗

原賦活化条件の最適化により、従来困難であった GPRC5D の高感度検出が可能となる

ことが示唆され、今後の臨床応用に向けた実装性が高いと考えられる。 

 

FCM と IHC は原理・対象ともに異なる診断手法であり、それぞれの特性を理解したう

えでの適切な選択・組み合わせが、今後の個別化医療において極めて重要となる。最

適な診断技術の構築を通じて、分子標的治療の可能性を最大限に引き出すことが、本

領域に課せられた課題である。臨床と研究の橋渡しを担う病理診断の視点から、その

課題と展望について共有したい。 
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特別講演 3 

 

未染色スライドの保存条件について現在の知見 ～経験ゼロからの挑戦～ 

玉井佑弥 

愛媛県立南宇和病院 検査部 

 

「吾輩は技師である。論文はまだ無い」 

この立場から研究をスタートした私が、「何をすればいいのか分からない」「テーマ

が思いつかない」といった不安をどのように乗り越え、実際に研究を形にしていった

過程を等身大の視点でお伝えします。 

 

免疫組織化学染色（IHC）は、組織や細胞内の特定タンパク質を検出するための重要な

技術であり、診断および治療方針の決定に大きく寄与しています。正確な染色結果を

得るためには、検査対象とコントロールを同一のガラススライド上に貼付することが

求められます。しかしながら、毎回新たにコントロールを薄切することは手間がかか

り、組織の消費も多くなります。 

本研究では、あらかじめ陽性コントロールを貼付した未染色スライドを作製し、その

保存方法およびパラフィンカバーの有無が染色結果に及ぼす影響について検討しまし

た。 

 

研究は特別なもの、難しいものと考えるのではなく、身近な業務に潜む課題やちょっ

とした疑問に着目することで、研究がぐっと身近なものになります。また、物理的・

資源的に制約のある環境下であっても、周囲の協力や各種ツールなどを積極的に活用

し、研究を継続する工夫についても紹介します。 

 

研究に不安を抱えている方や、一歩を踏み出せずにいる方にとって、「自分にもでき

るかもしれない」と思えるきっかけになれば幸いです。 
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特別講演 4 

肝内胆管腫瘍 tubulopapillary tumor の細胞像と、その意義について 

徳島赤十字病院 病理診断科 

原田南菜 

 

【はじめに】 

 胆管発生の Intraductal tubulopapillary neoplasia(tumor) of bile duct（ITPNB）は、

膵臓の Pancreatic intraductal tubulopapillary neoplasm(P-ITPN)を元にして、近年提

唱された稀な腫瘍である。胆道腫瘍の WHO 分類での記載はなく、病理組織学的な報

告はあるが、その細胞診像の報告はまだない。 

 今回我々は、胆汁細胞診で管状および乳頭状を呈する異型腺管が出現し、病理組織

診にて ITPNB と診断した１例の病理組織及び細胞診像の報告を行う。 

 また、報告されている膵の ITPN の臨床病理組織像や他の胆管および膵管から発生

した腺癌などの細胞診像(細胞亜型、粘液産生の有無、構造、遺伝子異常など)との比較

検討を行い報告する。 

【胆汁細胞診所見】 

 N／C 比大、クロマチン増量の見られる異型腺細胞が、小型から一部大型の集塊とし

て散在性に出現していた。集塊は、管状を主体に、乳頭状および篩状構造を呈して認

められ、配列の乱れや結合性の低下、核の大小不同を有しており、腺癌が疑われた。 

 P-ITPN の組織細胞診で確認され、その形態学的特徴とされているいわゆる tubules 

in contact with fibrovascular structures(繊維血管構造を呈する管状腺管)や粘液産生には

乏しい細胞像が、本例においても確認された。            

      

【摘出手術材料の病理組織所見】 

 拡張した胆管内の結節状の隆起病変は、粘液産生に乏しい円柱状および立方状の異

型腺上皮が管状及び乳頭状の増殖を示していた。一部壁への浸潤が認められた。組織

学的にも tubles in contact with fibrovascular structures が見られ、Intraductal 

tubulopapillary neoplasia of bile duct（ITPNB）と診断した。 

【まとめ】 

 胆汁細胞診を行う上で、粘液産生に乏しい異型腺管が見られ、tubules in contact with 

fibrovascular structures を有する構造を認めた場合には、ITPN-B を考慮する必要があ

る 
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教育講演 1 

細胞像が語る呼吸器細胞診の世界～症例いろいろおみせします～ 

多田有輝子(1)，本山睦美(1)，羽場礼次(2) 

(1)香川大学医学部附属病院 医療技術部 病理部門 

(2)香川大学医学部附属病院 病理診断科・病理部 

 

呼吸器細胞診は良悪性の判定だけでなく、組織型の推定が必要です。肺癌取扱い規約第

9 版に沿って、様々な症例を提示します。また、呼吸器細胞診において最も鑑別する機

会の多い腺癌と扁平上皮癌について、両者の細胞診断に有用な構造異型(出典：構造異型

を加味した細胞判定 WG)についてもお話します。 
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教育講演 2 
 

癌腫を中心とした体腔液の検体の見方と捉え方  

-細胞形態から迫る原発巣推定- 

 

武田大輔(CT)1），畠 榮(CT, CFIAC)2），秋山 隆(MD)1）， 

川崎医科大学総合医療センター 病理部 1) ， 

神戸常盤大学保健科学部 医療検査学科 2） 

 

体腔液中に悪性細胞を認める場合，進行期の悪性腫瘍の存在が示唆され，細胞診によ

る組織型ならびに原発巣の推定はその後の治療方針決定に極めて重要である．出現す

る転移性腫瘍を臓器別でみると胸水では，約半数が肺癌で乳癌が 14%，胃癌が 10%

で，腹水では，胃癌と卵巣癌がそれぞれ 20%程度で，膵癌，肝胆道系，大腸癌の順と

なる．組織型別に見た出現頻度は，胸水では腺癌が最も多く 65%，次いで肺原発の小

細胞癌が約 10％，その他、悪性リンパ腫が 10%，そして扁平上皮癌は少なく全体の

5%程度である．一方，腹水では腺癌が圧倒的に多く 85%を占め，次いで悪性リンパ腫

が 5%程度認められる． 

これらの腫瘍細胞が体腔液中に浮遊した場合，体腔液が良好な培養液となりそれぞれ

の環境に適した形態と機能を有しながら特異的なパターンを示し増殖する．出現細胞

を形態学的特徴によってパターン分類しグループ分けすることで系統的に診断へアプ

ローチすることが可能となる．出現細胞のパターンは多種多様であるが，まずは出現

細胞が結合性か孤立散在性かに分類することで癌腫か非上皮性腫瘍かに分類する．孤

立散在性に出現する細胞は，小細胞型，多型性大細胞型，多核巨細胞型に分類でき

る．一方で集合性に出現するものはボール状集塊（ECM を有する細胞集団を含む），

乳頭状細胞集塊，小細胞型細胞集塊，高円柱状細胞集塊，線状配列を示す細胞集塊に

分類することが可能である． 

今回は体腔液中に認められる癌腫を中心にパターン分類し，その所見から組織型ある

いは原発巣を推定できる特徴的な細胞所見を呈する症例やピットホールとなる症例を

提示し，鑑別となるポイントや注意点を踏まえ診断へのアプローチについて報告す

る． 
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教育講演 3 
 

細胞診で考える細菌性腟症と早産の関連 

 
横田清美  

高知医療センター 医療技術局臨床検査部病理検査科 

 

細菌性腟症(BV:Bacterial vaginosis)は、腟内の常在菌であるラクトバチルス属の減少

と、それに代わる他の細菌（嫌気性菌）の過剰増殖によって起こる腟内微生物叢の乱

れである。これらは無症候性であることが多いが、女性の生殖に関する健康に大きな

影響を及ぼすことがある。特に、反復着床不全（RIF:Recurrent implantation failure）

や早産との関連性が注目されている。 

本講演では、BV が RIF および早産と関連があるのか、細胞診的にどのような所見が得

られるのかを当院の症例も加えながら解説する。 

 

BV 所見を細胞診で見つけた場合、適切に報告することで生殖補助医療および妊婦健診

の現場において細胞検査士が果たせる臨床的役割の拡大につながるのではないかと期

待する。 
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教育講演 4 

歯科・口腔領域における組織診と細胞診 

（気楽に考える感覚と私見に基づいた背景の理解）  

 

木村相泰  

山口大学大学院医学系研究科 分子病理学 

 

 

今回、歯科・口腔領域という個人的には違和感のある言葉をあえて使用しているのは

主に歯科医師の観点から組織診と細胞診について触れようと考えたからです。 

おおよそ口腔には、歯牙、口唇、頬粘膜、舌、口底、口蓋、臼後三角部で表されます

が、構成要素へ単純化すると歯牙、粘膜組織、顎骨、唾液腺となります。「歯は硬組

織だから組織診にも細胞診にも関係ない、粘膜は基本的に扁平上皮なので細胞診では

ありきたりだ、骨も硬組織、唾液腺は耳鼻科領域もあるから口腔特有ではないし…」

と思われる方も多いかと推察され、実際にその捉え方も一つの事実です。そのため、

今回は口腔領域を題材として細胞診と関連する周辺事項をあくまで個人的な観点から

難しくなく、単純化してお伝えし、口腔領域への親和性を少しだけでも高めていただ

ければと考えています。 

 

Key Take aways 

１． 歯原性病変の基本像は歯牙の発生にある 

２． 粘膜は生検がやはりわかりやすい 

３． 顎骨は骨髄を細胞診でみることがあるかもしれない 

４． 唾液腺細胞診は病理組織と対比した方が良さそう 
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教育講演 5 
 

みんな似すぎ！唾液腺の細胞診像 

 

森 智紀，神尾百香，中村桃子，畝原 璃夢，越智真悠，大上由加里， 

青木知恵，黒田真理子，三島聡子，丸橋由加里，清水智美，金子佳恵， 

石田克成，有廣光司 

広島大学病院 病理診断科 

 

唾液腺細胞診は推定診断が難しい領域の一つである．その要因は，原発性・転移性の

腫瘍性病変のみならず炎症性・感染性を含めた非腫瘍性病変の推定診断が求められる

こと，多形腺腫やワルチン腫瘍をはじめとする様々な良性腫瘍，粘表皮癌や腺様嚢胞

癌など数多くの多彩な組織型が分類されていること，唾液腺癌の頻度がまれであり，

日常業務で経験頻度が少ないこと，そして，これらの数多くの組織型において細胞形

態学的特徴が重複することが挙げられる． 

例えば，全唾液腺腫瘍の約 6～7 割を占める多形腺腫の典型像では，様々な形態を示

す腫瘍性筋上皮細胞を種々の割合で集塊または孤立散在性に認める．また，粘液腫様

間質や軟骨基質の存在は特異的である．これらの所見を認めた場合は，多形腺腫を推

定することに問題はないであろう．しかしながら，多形腺腫で見られる基底膜様物質

は腫瘍性筋上皮細胞が関与する様々な唾液腺腫瘍で認められる．また，粘液腫様間質

が乏しく，腫瘍性筋上皮細胞が単調な非典型的な細胞像を示す多形腺腫は良性腫瘍で

は基底細胞腺腫，悪性腫瘍では基底細胞癌や腺様嚢胞癌と細胞像が酷似することがあ

り鑑別は容易ではない．従って，唾液腺細胞診では，頻度が高い腫瘍の特徴は確実に

理解しておく必要がある． 

唾液腺腫瘍の細胞診は，Papanicolaou 染色を中心とした形態観察に加え，May-

Giemsa 染色の併用が有用である．例えば，May-Giemsa 染色で赤色の異染性を示す基

底膜様物質や鮮赤色の異染性を示す球状硝子体が明瞭に観察される．細胞像が類似す

る唾液腺腫瘍の細胞診において，細胞像だけで無理に推定せずに，採取部位や年齢な

どの臨床情報や臨床病理学的な特徴を加味し推定診断を進めることが重要である．ま

た，唾液腺腫瘍において特異的な遺伝子転座や腫瘍性蛋白の存在が徐々に明らかにな

り，免疫染色や FISH のような補助診断を施行することがこれからの唾液腺診断には

重要である． 

本講演では，日常的に遭遇する頻度の高い唾液腺腫瘍の細胞像における基本的な特徴

を提示しながら，細胞学的特徴が重複し，似すぎる細胞像で鑑別に有用となると診断

ポイントについて述べていく． 
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Roche モーニングセミナー 
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第 38 回学術集会（令和六年度）・講演記録集 

 

 

会長講演 

 

 
「WHO 呼吸器細胞診報告様式から肺癌取扱い規約細胞診判定基準の改訂へ」 

演者：羽場 礼次(香川大学医学部附属病院 病理部) 
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第 38 回学術集会（令和六年度）・講演記録集 

 

 

教育講演２ 

 

 

「Serous ovarian tumor とその関連病変の病理と細胞診」 

演者：森谷 鈴子（滋賀医科大学医学部附属病院 病理部） 
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第 38 回学術集会（令和六年度）・講演記録集 

 

 

教育講演 3 

 

 

「唾液腺腫瘍の病理と細胞診 Up to Date」 

演者：長尾 俊孝（東京医科大学 人体病理学分野） 
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第 38 回学術集会（令和六年度）・講演記録集 

 

 

教育講演 5 

 

 

「骨軟部腫瘍の細胞診と pitfall」 

演者：孝橋 賢一（大阪公立大学大学院医学研究科 診断病理・病理病態学） 
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第 38 回学術集会（令和六年度）・講演記録集 

 

 

教育講演 6 

 

 

「今日からあなたも尿細胞診のエキスパート！？ 

   −診断アプローチ，クルーとピットフォール−」 

演者：大谷 博（社会医療法人白十字会 白十字病院 病理診断科 
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日本臨床細胞学会中国四国連合会・会則 
 

 

第 1 章：名称と事務局 

 第 1 条 本会は日本臨床細胞学会中国四国連合会と称する。 

 第 2 条 本会の事務局は、〒 734-8551 広島県広島市南区霞 1-2-3 広島大学病院病理診断科内に置

く。 第 2 章：目的と事業 

 第 3 条   本会の目的は、中国四国地区において、臨床細胞学の進歩と普及を図ると共に、連

合会会 員の細胞診断学に対する啓発を行うことである。 

 第 4 条 本会は前条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

    1．総会並びに学術集会の開催 

    2．本会の目的達成に必要な事

業 第 3 章：構 成 

 第 5 条 本会は日本臨床細胞学会中国四国連合会 9 県の地域連携組織会員によって構成される。 

 第 6 条 会員は、本会が開催する集会に出席して、業績を発表し、発言することができる。 

 第 7 条   本会に多大な貢献を為した医師および細胞検査士は、会長、副会長あるいは各県地

域連携 組織長の発議により役員会の決議に基づいて名誉会員に推薦することができ

る。また、推 薦された医師および細胞検査士は、総会の決議を経て、本会の名誉会員

となる。また、長 年に亘って臨床細胞学の発展に寄与し、本会に多大な貢献を行った

医師および細胞検査士 は、会長、副会長あるいは各県地域連携組織長の発議により役

員会の決議にしたがつて功 労会員に推薦することができる。また、推薦された医師及

び細胞検査士は、総会の決議を 経て、功労会員となる。 

   細則：名誉会員は、各県地域連携組織での地域連携組織長経験者を対象とする。また、功労会

員 は、本会に所属する医師や細胞検査士を対象とする。 

第 4 章：役 員 

 第 8 条 本会に下記の役員を置く。 会長 1 名、副会長 1 名、各県地域連携組織長、幹事及び監

事若干名以上の役員により役員会 を構成する。 

 第 9 条   会長は事務局が所在する地域連携組織長をもって充てる。当該年に連合会総会・学

術集会 を主催する地域連携組織長を副会長に充てる。また、会長は必要に際し、若干

名の幹事お よび会計監事を委嘱することができる。 

   細則：幹事は、事務局幹事などを対象とし、会計監事は予算および決算を審査し、役員会

およ び総会に報告するものとする。 

 第 10 条  会長は、臨時役員会を招集し、本会に関する重要事項を審議し、決定し、実行する

ことが できる。 

 第 11 条  上記の規定の如く、役員の任期は 1 年とする。ただし、再任を妨げない。 
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第 5 章：総会ならびに学術集会 

 第 12 条  本会では、毎年総会並びに学術集会を開催する。また、本会は臨床細

胞学を目的とした他 団体主催の研究会などに対して共催あるいは後援

することができる。なお、共催並びに後 援などについては役員会の決定

に基づくものとする。 

第 6 章：会 計 

 第 13 条  本会の経費は、各県地域連携組織分担金と本会学術集会参加費並びに

寄付金をもって充て る。 

   細則：名誉会員、功労会員の分担金は免除する。  

第 7 章：個人情報保護法に関する事項 

 第 14 条  本会の運営に於いては、個人情報保護法の精神を尊重し、学術活動

および連合会会員の個 人情報の利用に関しては十分な配慮を以ってあ

たる。 

（1）個人情報を登録、変更、抹消した場合は必ず記録に残す。 

（2）会員に対しては、個人情報の用途を告知する。 

（3）会員からの変動情報（異動情報、入金情報）は速やかに処理する。 

（4）連合会会員の資格喪失の場合はその実施と共に、資格末梢の事実を

該当支部長及び該当 

 会員に通知する。 第 8 章：会則の変更 

第 15 条  本会の会則の変更は、役員会の議を経て、総会の決定によっ

て行われる 。 

 

附則：本会会則は、昭和 61 年 6 月 27 日より実施しする。 

 

平成 元 年 9 月 29 日改定  

平成  7 年 7 月  8 日改定  

平成 18 年 7 月 29 日改定  

平成 28 年 7 月 30 日改正  

平成 30 年 8 月 4 日改定 

  



 - 91 - 

第３８回日本臨床細胞学会中国四国連合会

代表者会議 議事録 

 

日 時：2024 年(令和 6 年)7月 27 日(土) 11 時 10 分～12時 00 分 

会 場：高松シンボルタワー6F かがわ国際会議場 

司 会：羽場 礼次（香川大学医学部附属病院 病理診断科・病理部） 

出席者: 敬称略、(代理)は代理出席者 

【広島県】有廣 光司、石田 克成【岡山県】藤澤 真義（代理）【島根県】京 哲【高知県】弘井 誠 【徳島

県】西村 正人【愛媛県】山本 珠美（代理）【鳥取県】松下 倫子（代理）【山口県】小賀 厚徳【香川県】羽

場 礼次、松永 徹（議事録作成）以上 11 名  

 

[1]報告事項 

1. 令和 6 年度会員数について 

計 1,234 名で令和 5 年度より 8 名減少したことが報告された。 

 
 

名誉会員 功労会員 専門医 医師会員 細胞検査士 臨床検査技師 R6 年度  

会員数 

R5 年度 

会員数 

鳥取県 2 12 30 9 35 1 89 91 

島根県 2 0 28 8 41 0 79 80 

岡山県 0 0 41 4 169 2 216 221 

広島県 1 2 74 23 206 7 313 320 

山口県 2 1 21 2 127 2 155 155 

徳島県 0 0 24 4 28 5 61 60 

香川県 3 1 34 3 92 2 135 131 

愛媛県 2 4 21 6 73 12 118 114 

高知県 1 0 12 4 51 0 68 70 

                                                                                        

2. 会報（第 38 号）発刊について 

香川県臨床細胞学会にて会報第 38 号が作成され、前回の第 37 号と同様に電子媒体（pdf形式）にて令和

6 年 7 月 10 日に発刊した。第 38 号会報は、第 38 回日本臨床細胞学会中国四国連合会総会・学術集会学会

ホームページ（香川県作成）にて公開した。抄録集ダウンロード用のパスワードは各県事務局を通じて会
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員に配信した。内容は、38 回学術集会プログラムと抄録に加え、第 37 回学術集会の特別講演 1 廣川 満良 

先生「甲状腺細胞診の基本的な見方と甲状腺腫瘍 WHO 分類第 5 版の主な変更点」、教育講演 2 三上 芳喜 

先生「子宮頸部腺系病変の細胞診」、教育講演 3 羽場 礼次 先生「15 症例の細胞像から学ぶ呼吸器細胞診

の鑑別ポイント」、教育講演 4 西村 理恵子 先生「 WHO 腫瘍分類第 5 版 乳腺腫瘍：新しくなったとこ

ろと組織診断のポイント」、教育講演 5 能登原 憲司 先生「膵臓の病理と細胞診」を掲載したことが報告

された。 

 

3. 今後の学術集会の開催予定 

・ 2024 年（令和６年） 第 38回は香川県開催 

・ 2025 年（令和７年） 第 39回は愛媛県開催 

・ 2026 年（令和８年） 第 40回は鳥取県開催 

・ 2027 年（令和９年）  第 41回は岡山県開催 

上記開催予定が報告された。 

[2]協議事項 

1. 名誉会員、功労会員推薦について 

 各県地域連携組織長より名誉会員、功労会員の候補者はなかった。 

2．令和 5 年度 日本臨床細胞学会中国四国連合会 会計報告 

 

令和 5 年度 日本臨床細胞学会中国四国連合会 会計報告 
   

収入の部  

 前年度繰越金 3,765,639 円 

 年会費 1,236,000 円 

 学術誌掲載料合計 1,000 円 

 学会余剰金（広島県） 520,462円 

 利子 32 円 

 収入合計 5,523,133 円 

   

支出の部  

 第 37 回総会・学術集会費用（広島県） 1,200,880 円 

 HP 製作 着手金 407,440円 

 事務局謝金 100,000円 

 支出合計 1,708,320 円 
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 次年度繰越金（収入-支出） 3,814,813 円 
   

上記原案に異議はなく、総会にて承認を得ることとなった。 

 

3. 令和 5 年度 日本臨床細胞学会中国四国連合会 会計監査報告（当日配布資料にて説明） 

  監査は今期、総会・学術集会担当の香川県 羽場 礼次 先生及び次期担当の愛媛県 寺本 典弘 先生で実

施され、適正に会計が執行されていることが報告された。別紙 1 の内容に異議はなく、総会にて承認を得

ることとなった。 

 

4．令和 6 年度 日本臨床細胞学会中国四国連合会 予算案について（当日配布資料にて説明） 

  別紙 2 のとおり、令和 6 年度の予算案が審議され、異議なく総会にて承認を得ることとなった。 

 

5．第 38 回 日本臨床細胞学会中国四国連合会 総会・学術集会 収支状況の途中経過報告（当日配布資料に

て説明） 

  香川県 羽場 礼次 会長より 7 月 27 日(土)13 時時点で 160 名を超える参加者があり、別紙 3 のとおり収

支は黒字になる見込みが報告された。 

 

6. 第 38 回 日本臨床細胞学会中国四国連合会 総会・学術集会の研修単位 

 第 38 回学術集会において申請された以下の研修単位が報告、承認された。 

 ① 細胞診専門医 地域連携組織 学術集会参加単位 【2単位】 

② 日本臨床細胞学会 細胞検査士参加単位 総会・学術集会【JSC 15 単位，IAC 8 単位】 

③ 日本産科婦人科学会 会員 日本専門医機構 学術集会参加単位 【2 単位】 

④ 日本産婦人科医会 会員 日本産婦人科医会研修参加証 【1 枚】 

 

7．その他協議事項 

 ・中国四国連合会ホームページについて 

      中四連合会 事務局よりホームページの完成が報告された。軽微な修正を加えた後、2024 年 8 月 1 日

より公開、供用することが提案され了承された。スライドカンファレンスや抄録集 pdf も公開できる

とのこと。総会にて報告し、承認を得ることとなった。 

  ・第 39 回 日本臨床細胞学会中国四国連合会 総会・学術集会について 

     次回、第 39 回の事務局（山本 珠美 技師）より進捗状況と概要について説明があった。第 39 回日本

臨床細胞学会 中国四国連合会 総会・学術集会は令和 7 年 7月 26 日（土）～27 日（日）に愛媛県医師

会会館大ホールにて開催されることが報告された。情報交換会も計画中とのこと。 

  ・中四連合会総会・学術集会開催にあたり、各県より以下の申し合わせ事項の再確認がおこなわれた。 

     1）中四連合会から開催担当県への学会補助金は規定どおり 120 万円とする。 
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     2）会員数や地理的要因を考慮して、学会の開催日および開催期間（1 日または 2日開催）、開催曜日

（1 日開催の場合）、情報交換会を設定するか否かは学会主催県に一任する。 

  ・学会抄録集発行時期について 

     会員からの要望として、学会抄録集の発刊時期を早めて欲しいとの要望があったことが報告された。

会員への案内は、各県事務局を経由して会員まで届けられるため、周知期間を考慮して可能な範囲で

対応することとなった。また、学会主催県の案内等が迅速に会員へ伝わるよう、各県事務局に対応を

お願いした。 

    〈参考〉抄録集発行日と学会開催日 

                         抄録集発行日                  学会開催日     

 38 号 （香川県）  2024 年(令和 6 年)7 月 10 日    7/27(土)  

 37 号 （広島県）  2023 年(令和 5 年)7 月 20 日     7/29(土)、7/30(日) 

 36 号 （島根県）  2022 年(令和 4 年)7 月 20 日     7/30(土)、7/31(日)          

 35 号 （徳島県）  2021 年(令和 3 年)8 月 1 日      8/21(土)～8/27(金)※ 

 34 号 （山口県）  2019 年(令和元年)7 月 20 日     8/3 (土)、8/4(日)    

 33 号 （高知県）  2018 年(平成 30 年)7 月 1 日     8/4 (土)、8/5(日)   

                                                             ※オンデマンド開催 

以上 
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会員名簿 

 

会員名簿は不掲載となりました。  
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協賛企業 

 

AstraZeneca 

 

 

HOLOGIC 

 

 

MSD 

 

 

Roche 

  

https://www.astrazeneca.co.jp/
https://hologic.co.jp/
https://www.msd.co.jp/
https://diagnostics.roche.com/jp/ja/about/roche-tissue-diagnostics.html
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編集後記 
プログラム集なんて邪魔でしょう。重いし、本棚が狭くなるし、どうせすぐに

捨てるし・・・私は家に帰るまで持っていたことがありません。 

紙のプログラムは世界の森林を破壊し、多くの生命を絶滅させ、居住スペース

を占拠して不和の種をまき、多くの戦乱を巻き起こしてきました。おまけに作

成にはすごくお金がかかります。 

それに引き換え、pdf なら、目次やプログラムからリンク先に自由に飛べる

し、カラーも図も使い放題。なにしろ、ただで出来ます。HD に入れておくと

ファイル横断的に検索してもらえます。 

うちには本を作っているスタッフもいるので協力してもらってもっと派手なも

のにすることも考えたのですが、今回はシンプルに作りました。 

愛媛県臨床細胞学会ではすでにデジタル抄録集に完全移行しています。Video

へのリンクが入った抄録集の号もありました。 

実際、抄録集を完全にデジタルにするとちょっと困る人もいるかもしれません

し、リンク管理など色々面倒な点もあるのですが、オンラインで共有出来ない

情報に価値はありません。時代の流れですね。 

 

愛媛県臨床細胞学会 

寺本典弘  

令和 7 年令和 7 年 7 月 7 日 

中四臨床細胞学会  a t  D o g o 


